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韓国におけるサハリン韓人の言語・文化教育研究 

 

渡邊香織 

1. はじめに 

1.1 サハリン韓人と高麗人 

サハリン韓人（사할린한인）とは、日本統治時代の朝鮮半島から樺太1に移住した人々

とのその子孫のことである。彼らを指す名称は「在樺朝鮮人」、「サハリン残留朝鮮人」

など様々だが、本稿ではサハリンに暮らす朝鮮系住民が自称する際に一般的に使用し

ている「サハリン韓人」という名称に統一する。日本統治時代に朝鮮半島から樺太へ渡

ったサハリン韓人は主に炭鉱夫などの労働者とその家族たちである。1934 年から日本

の敗戦までにサハリンに渡ったサハリン韓人の数は約 15万人とされる（임엘비라 2006）。 

日本の敗戦後、樺太南部にソ連が侵攻し樺太に居住していた日本人は日本本土へ引

き揚げられた。しかし、朝鮮出身者たちは日本の敗戦と同時に日本国籍を失い無国籍者

となったため、日本本土への引き揚げ対象にはならなかった。また、朝鮮半島も日本か

らの独立後に国が分断し、1950 年には朝鮮戦争も勃発するなど情勢不安定であったた

め、樺太にいる朝鮮出身者たちを受け入れる態勢ができていなかった。そのためサハリ

ン韓人たちは樺太に取り残される格好となった。樺太に取り残された者の中には朝鮮

出身者と結婚した日本人配偶者も大勢いたとされる。現在のサハリンの人口は約 49 万

人であり、そのうちサハリン韓人の人口は全体の 5％ほど（約 25,000 人）である。その

ほかに約 12,000人がロシア本土や CIS国家2に暮らしている（2011年時点、박승의 2013）。 

ロシア本土と CIS 国家には、サハリン韓人とは異なる経緯で朝鮮半島から移住した

人々とその子孫が暮らしている（図 1）。彼らは高麗人（고려인）と呼ばれる。高麗人の

移住は朝鮮時代末期の大飢饉の際に、農地を求めて農民たちが朝鮮半島からロシア領

域に進出していったのが始まりである。高麗人の移住はサハリン韓人の移住よりもは

るかに早くから始まっている。その後、スターリンの強制移住政策により 1937 年にロ

シア沿海州に居住していた高麗人たちは中央アジアに強制移住させられた。その後沿

海州への再移住が認められ沿海州に戻った者たちもいるが、現在も高麗人の多くは中

央アジアに暮らしている。図 1 からも分かる通り、人口が特に多いのはウズベキスタン

（19 万人）とカザフスタン（10 万人）である。高麗人は、日本の在日コリアン、中国

の朝鮮族、アメリカの在米コリアンと並んでコリアン・ディアスポラ3を代表する存在

 
1 現在はロシア領であり「サハリン」と呼ばれる。本稿ではロシア領になった後のサハリン島を

「サハリン」、日本統治時代のサハリン島は「樺太」とする。  
2 Commonwealth of Independent States の略で日本語では「独立国家共同体」と言う。ソ連を構成して

いた国家のうち、バルト三国を除く 12 か国による国家連合である。 
3 「ディアスポラ」とは「パレスチナ以外の地に住むユダヤ人、またその社会をいう語。転じて、

原住地を離れた移住者」のことである（松村  2006）。韓国外に暮らす韓国人を指す言葉としては他
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として知られている。 

サハリン韓人は居住地がロシアであるため高麗人と混同されることが多い。実際に

以前はサハリン韓人の団体が「高麗人会」、「高麗人協会」などの名称を使っていたが 4、

今はすべて「サハリン韓人」に名称を改めており、高麗人とは区別されている。サハリ

ン韓人が高麗人と自らを区分する理由は、高麗人とは移住の歴史が異なるためである

（조현용・이상혁 2012）。既述の通り、サハリン韓人と高麗人は移住開始時期と経緯が

大きく異なっているほか、その出身地も異なる。高麗人 1 世の出身地はロシア沿海州と

接している朝鮮半島北部（現在の北朝鮮領域）である。他方で、サハリン韓人 1 世は朝

鮮半島南部出身者がほとんどである。  

  

図 1 高麗人分布図 

（光州視聴者メディアセンター（2016 年 6 月 3 日）に筆者が日本語訳をつけ転載したものである。

この中ではサハリン韓人も高麗人に含まれている。サハリン韓人の人口は日本の敗戦当時のものと

思われる。） 

 

1.2 本稿の目的 

筆者は今後、サハリン韓人の言語・文化教育の実態を調査しようと考えている。今回

はその準備段階として、サハリン韓人の言語・文化教育の現状について文献調査を行っ

た。韓国ではサハリン韓人の言語・文化教育をテーマにした先行研究が見られるが、日

 
に「在外コリアン」、「海外コリアン」など様々な用語が存在する。しかし、それらの呼称は本国の

中心性が強調され、在外コリアン社会が本国の「衛星」のようにみなされる場合もある（高全恵星 

2007：5）。本稿では、韓国外に暮らすコリアンは本国の衛星や付属物ではなく、本国のコリアンと

対等であるという立場から、「コリアン・ディアスポラ」という呼称を使用する。  
4 1993 年に「高麗人協会」が「韓人協会」に改称した。（田中 1999：61） 



100 

 

本とロシアの先行研究の中からはほとんど見られなかった。ただし、民族育が主テーマ

ではなくとも、関連記述が見られる書籍から情報を収集することができた。  

本稿の目的は、日本ではほとんど知られていないサハリン韓人の言語・文化教育につ

いて、これまでの研究で明らかになった事柄を紹介することである。その上で、先行研

究の傾向を分析し、残された研究課題は如何なるものであるかを明らかにしたい。  

 

1.3 サハリンの概要 

 サハリン韓人たちが現在どのような環境で暮らしているのかを理解するために、ま

ずはサハリンの概要を紹介する。情報は北海道庁が作成した『サハリン州の概要：2019

年版』と、民族と使用言語に関する詳細は朝日（2012）によるものである。 

 

表 1 サハリン概要 

面積 8.7 万㎢（参考：北海道 8.3 万㎢、うち北方領土 5 千㎢） 

人口 49 万人（2019 年 1 月 1 日時点）（1992 年ピーク時 74 万人） 

行政府所在地 ユジノサハリンスク市（人口 20.8 万人） 

民族構成 ロシア人 82.3%、朝鮮人 5.0％、ウクライナ人 2.4％、タタール

人 1.0％、ベラルーシ人 0.6％、ニブフ人 0.4％、他 

公用語 ロシア語 

主要産業 石油ガス産業、石炭産業、水産業、電力産業  

 

表１から分かる通り、サハリンは 8.7 万㎢の面積の島に、様々な民族が暮らしている。

ピーク時の人口 74 万人に比べ、現在の人口は 49 万人であることから、人口は減少傾

向にある。民族構成のうち「朝鮮人」はサハリン韓人のことである。朝鮮人はロシア人

に次いで多く、ロシア人、朝鮮人、ウクライナ人で人口の 9 割を超える。ロシア人がサ

ハリンに居住する前からサハリンに暮らしていた民族としては、朝鮮人のほかに、アイ

ヌ人、ウィルタ人、エヴェンキ人、タタール人、ニブフ人、日本人などがいる。公用語

はロシア語であるためロシア語が公的な場でも私的な場でも使用されるが、各民族の

民族語も存在する。朝日（2012）はこのうち日本語、朝鮮語、アイヌ語、ニブフ語、ウ

ィルタ語をサハリンにおける消滅危機言語としている。  

サハリンは石油や天然ガス、石炭などの天然資源が豊富な島として知られる。サハリ

ン州は石油産業を州の基幹産業としており、日本企業と共同の石油開発プロジェクト

なども進行している。また、1990 年に韓国とロシアが国交樹立してからは、韓国企業

の進出も見られる。後述する通り、韓国企業の進出状況はサハリン韓人の言語教育にも

大きな影響を及ぼしている。 
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1.4 サハリン韓人の使用言語とアイデンティティ  

 サハリン韓人の使用言語についての報告には Ramsey（1993）と텐 옥사나（2010）が

ある。텐 옥사나（2010）はあわせてサハリン韓人のアイデンティティについても報告

している。 

これらの報告によれば、サハリン韓人 1 世は韓国語を母語とし、韓国人としてのアイ

デンティティを持つ。1 世の使用する韓国語は出身地である慶尚道などの朝鮮半島南部

の方言である。 

2 世は韓国語を母語とする親を持つことから韓国語とロシア語のバイリンガルが多

く、自身を韓国人と自認している割合が高い。しかし、ロシア語の方がより流暢な者が

多く、2 世以降の家庭内使用言語は例外なくロシア語である。2 世の使用する韓国語は

両親の出身地の方言の影響を受けつつも、後述するように北朝鮮式の言語教育を受け

た影響から、北朝鮮方言の特徴も見られる。また、尊敬語体系の乱れや、語彙にロシア

語、日本語の影響が見られることも報告されている5。 

3 世以降の使用言語およびアイデンティティはロシア（語）が優勢である。3 世の中

には韓国語を聞いて理解できる者もいるが、韓国語で答えることはできない。後述する

ように 1964 年にサハリンでは朝鮮語教育が廃止され、それ以降に学校教育を受けた 3

世以降の母語はロシア語である。現在サハリン韓人の最も若い世代は 4 世であるが、4

世で韓国語を理解する者はほとんどおらず、アイデンティティも「ロシア人」か「より

ロシア人（more Russian）」と認識している者が半数以上を占める。 

 表 2・3 は、텐 옥사나（2010）によるアンケート調査の結果である。これは 13 歳か

ら 84 歳までのサハリン韓人 1 世～4 世、計 138 名に対してアンケート調査を行ったも

のである。 

 

表 2 「自身のアイデンティティは次の４つのうちどこに属していると思うか」回答結

果 

（텐 옥사나（2010）から転載。日本語訳は筆者による） 

 韓国人 より韓国人 よりロシア人 ロシア人 

65 歳以上 100％    

35 歳以上  90％ 10％  

25 歳以上  63％ 37％  

13～25 歳  40％ 56％ 4％ 

 

 
5 尊敬語体系の乱れは、たとえば먹다（食べる）の尊敬表現잡수시다を自分に対して使い、目上の

人に먹다を使うなどがある。語彙は最新テクノロジーやカルチャーに関する語彙はロシア語が使わ

れ、「箸」や曜日など一部の単語は日本語の使用が見られた。（Ramsey 1993） 
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表 3 「民族語を話せるか」回答結果 

（텐 옥사나（2010）から転載。日本語訳は筆者による） 

65 歳以上 100％ 

35 歳以上 88％ 

25 歳以上 17％ 

13～25 歳 5％ 

 

 このアンケート結果のうち、65 歳以上はサハリン韓人 1 世、35 歳以上は 2 世、25 歳

以上は 3 世、13～25 歳は 4 世を指すものと思われる。この表から分かる通り、3 世以降

は韓国人としてのアイデンティティを持っている者・韓国語ができる者の数字が急激

に下がっている。3 世と 4 世は二つの世代をあわせても 24％しか韓国語ができる者が

いない。4 世のうち自身をロシア人であると認識している者が 4％おり、「よりロシア人

（more Russian）」も 56％と半数以上である。この結果から、急速に若いサハリン韓人

のロシア化が進んでいることが分かる。若いサハリン韓人たちにとって、韓国語は完全

に外国語である。 

 

2．これまでのサハリン韓人研究 

日本におけるサハリン韓人に関する学術研究としては、サハリン・樺太史の観点から

サハリン韓人の歴史と韓国に永住帰国者したサハリン韓人のインタビューをまとめた

今西一ほか（2012）や、サハリン韓人の食生活については朝倉（2015）、生活史は池田

（2011）、サハリン韓人のネットワークについては玄（2013）などがある。また李（1989）

や田中（1999）のようなサハリンのルポタージュやエッセイでもサハリン韓人について

述べられている。これらのルポタージュ・エッセイの中に見られるサハリン韓人の暮ら

しぶりに関する記述は、生活史や文化変容を知る上でも貴重である。サハリン韓人の生

活史や文化変容に関する研究は韓国とロシアではほとんど行われておらず（池田 2011）、

一方で韓国とロシアでは行われているサハリン韓人の教育に関する研究は日本ではほ

ぼ見られない。 

韓国内のサハリン韓人研究に関しては병일관（2012）がその主な研究領域を①強制動

員、②移住と帰還、③永住帰国者の福祉、④記憶と口述の 4 つに分類している。特に

2000 年以降の研究は永住帰国者の韓国帰還後の諸問題や彼らのオーラルヒストリーに

関する報告が目立っている。この理由としては次の２点が考えられる。  

第一に、1990 年代からサハリン韓人１世の永住帰国事業が始まり、韓国内に居住す

るサハリン韓人が増えたことによって彼らを取り巻く法的・福祉的な問題が浮上した

こと、 
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第二に、同時期から嫁不足の農村を中心に女性が中国や東南アジア出身の国際結婚

家庭が増えるようになり、さらに、2000 年代から韓国政府が「多文化家族政策6」を推

し進めるようになった結果、韓国内の外国人がクローズアップされるようになったこ

とである。 

ロシアのサハリン韓人研究は、これまで史料の整理を目的として行われてきており、

その歴史は浅い。しかし、ボクジコウ（Бок Зи Коу）、クージン（Кузин）、박승의（Пак 

Сын Ы）といった主要研究者に続き、2000 年代に入ってから若手の研究者が出てきて

いる（병일관 2012）。ロシアでは、研究者各自の関心事に基づいた研究が行われており、

地域史の観点からの研究は活発化しているが、サハリン韓人の法的問題など研究が未

発達の分野も存在する。また、韓国側の先行研究などの利用があまりされておらず、研

究に限界があるようである（병일관 2012）。 

 

3．サハリン韓人の言語・文化教育 

 以下、文献調査の結果明らかになったサハリン韓人の言語・文化教育について詳細に

述べる。言語教育の歴史に関しては임엘비라（2006, 2010）、言語教育の現状については

임엘비라（2006）、김인숙（2012, 2013）、サハリン韓国教育院ホームページ、教材につ

いては김인숙（2012, 2013）、조현용・이상혁（2012）、教師については김영순・박봉수

（2016）、文化に関しては안상경・이병조（2013）を、主要資料として参照した。特に

引用表示のない情報はそれらの資料に基づくものである。  

 

3.1 言語教育の歴史 

日本の敗戦後、本国（朝鮮半島）同様にサハリンでも民族語教育運動が興り、朝鮮学

校7が建てられた。教師は朝鮮語の読み書きのできる近隣の大人が務め、教科書は日本

時代の学校教科書やロシアの教科書を朝鮮語に翻訳したものや、セコリョ新聞、ウリマ

ル放送8の職員らが退職後に作成した教材を使用していた。しかし教材に問題点が多く、

教師役の大人の力量も不足していた。そのため民族教育が進んでいた中央アジアから

 
6 具体的な取り組みとして、2008 年に「多文化家族支援法」が制定された。これは言葉の問題や子

育て問題、DV 被害など結婚移住女性に関する問題を解決し、女性の韓国社会への早期適応を手助

けする目的で制定されたものである（朴・坪田  2011）。 
7 今回資料とした論文では、1963 年までに建てられた民族学校を조선학교（朝鮮学校）、教えてい

た言語を조선어（朝鮮語）とし、ペレストロイカ以降は한국어（韓国語）と表記しているため、本

稿もそれに従う。 
8 サハリン韓人によるメディアである。セコリョ新聞は 1949 年に創刊された韓国語とロシア語によ

る新聞である。現在は週刊紙である。ウリマル放送は韓国語とロシア語によるテレビ放送を行って

いる。1956 年にラジオ局として始まったが、その後廃止され、2004 年からはテレビ放送を行ってい

る。どちらもサハリンのニュースのほか、サハリン韓人社会のニュースやイベントなどについて報

道している。 
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高麗人教師を招聘し、教科書は北朝鮮から支給を受けた。その後、1964 年にソ連当局

が民族教育を禁止しため朝鮮学校はすべて廃止となり、学校での朝鮮語の使用も禁止

された。現在サハリン韓人 3 世以降がほとんど朝鮮語（韓国語）ができないのは、この

民族語教育の断絶期があったためである。  

1985 年のペレストロイカ（政治・経済改革）により民族語教育が解禁されると、再

びサハリン韓人の間で民族語教育運動が興った。1988 年には、ユジノサハリンスク第

9 学校（ロシアの義務教育を行う学校で 11 年制）で韓国語教育が始まった。韓国語教

育が始まると、教材・教師の不足が問題となり、韓国語教育の専門家養成のため同年サ

ハリン師範大学に韓国語科が開設された。サハリン師範大学は現在サハリン総合大学

となり、韓国語学科はサハリンにおける韓国語教育のトップ機関として機能している。 

韓国とソ連が 1990 年に国交を樹立し、両国の交流が活発になると、韓国から支給さ

れた国語の教科書を使用するようになった。中央アジアで高麗人向けに作成されたロ

シア語で書かれた韓国語の教科書も使用されるようになった。 

その後、1993 年にサハリンの州都であるユジノサハリンスクに韓国教育院が設立さ

れ、現在まで韓国語教室をはじめ、テコンドー、伝統楽器などの文化教室を運営してい

る。地方では現地のサハリン韓人団体が公立学校の放課後などを利用して「ハングル学

校」を開き、地元のサハリン韓人・ロシア人に韓国語を教えている。  

 

3.2 言語教育の現状 

3.2.1 教育機関 

現在サハリンで韓国語ならびに韓国文化を学ぶことのできる機関は、サハリン総合

大学、一部の一般学校、一部の芸術学校、韓国教育院、ハングル学校である。芸術学校

を除けばいずれもサハリン韓人の民族語教育のために始まったものであるが、ロシア

人も参加することができるため、どの機関でもサハリン韓人とロシア人が一緒に韓国

語（文化）を学んでいる。 

ロシアの教育は、普通教育と専門教育に大きく分けることができる（表 4）。高等教

育機関（大学）に入るまでの教育課程は 11 年である。またロシアでは、一つの初中等

教育機関が初等普通教育，基礎普通教育，中等普通教育を一貫して行うのが一般的であ

る（外務省 HP）。本稿ではこの義務教育を行う教育機関を「一般学校」とする。  

 

表 4 ロシアの学校制度（外務省 HP を基に作成） 

普通教育（義務教育） 

就学前教育 

初等普通教育（4 年間。1～4 学年） 
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基礎普通教育（5 年間。5～9 学年） 

中等普通教育（2 年間。10～11 学年） 

専門教育 

中等専門教育（いわゆる専門学校教育）  

高等教育（いわゆる大学教育。多くは４年間（bakalavriat）だが，教育機関や専攻科

目によっては，５年間（spetsialitet），bakalavriat の後の２年間（magistratula），bakalavria

＋magistratula 又は spetsialitet の後の２年間（aspirantula）という課程が設けられてい

る。） 

 

（1）サハリン総合大学 

サハリン総合大学は前身のサハリン師範大学が 1998 年に総合大学に昇格したもので、

現在経済・東洋学部に韓国語科が置かれている。在学生約 100 人、教授陣は 7 人で全員

サハリン韓人である。韓国語科は日本語科と並ぶ人気学科であり、競争率も高く優秀な

学生が入学してくる。 

しかし、サハリン韓人の民族語教育の最高学府として機能していたサハリン総合大

学だが、現在のサハリン韓人の間では民族語習得に対する動機が弱く、民族語教育の需

要がなくなってきている。その理由は以下の 2 点である。第一に、サハリンに進出して

いる韓国企業がほとんどなく、英語や日本語に比べ韓国語を活かした就職機会がない

こと、第二に、韓国語を使った仕事の賃金が安いことである。  

教材と教員の不足も課題である。教員はサハリン韓人 3 世が担っている場合が多く、

彼らは母国での生活経験がないことから、韓国語を教える上で困難を感じている。教材

は韓国の大学の語学堂（大学付属の外国人向け語学学校）で使用されている教科書など

を使用しているが、ほかに学生の興味を引き付けるような教材がなく、サハリンの現状

に合った教材が必要である。解決策として、以下の 3 点が挙げられている。第一に、韓

国への教員の研修機会・韓国との相互交流の拡大、第二に、教材出版支援、第三に、韓

国語弁論大会の開催である。特に日本語科と比較すると、韓国語科の脆弱さが露呈する。

日本語学科では 10 年前から日本の外務省によって教員が派遣されており、在ロシア日

本大使館の後援でロシア各地域、全ロシア、CIS 地域規模の大きな弁論大会が開かれて

いる。韓国語科にも同様の取り組みがあれば、韓国語学習への動機付与に繋がるはずで

ある。 

 

（2）一般学校 

一般学校とは前述の通り、ロシアの義務教育を行う教育機関のことである。サハリン

では一部の一般学校で韓国語を学ぶことができる。正規の授業として韓国語を教えて
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いる学校は３校あり、放課後授業（日本で言う補習のようなものか）として韓国語を教

えている学校も３校ある。教科書は韓国の国立国際教育院が発行したものを使用して

おり、教師は直接法9で韓国語を教えている。毎年教師研修があるため、教え方は格段

に向上している。しかし大学同様に韓国語の需要は減っており、ペレストロイカ以降、

初めて韓国語教育を始めたユジノサハリンスク第 9 学校では韓国語が必修科目であっ

たが、希望者の減少により韓国語・日本語・中国語から一つを選択して学ぶ方式に変わ

った。サハリン韓人１世が韓国に永住帰国10したことや、サハリン韓人向けの韓国訪問

プログラムなどもあり、サハリン韓人たちが韓国を訪問する機会が増えているため、韓

国語への関心は高い。しかしその一方で、学年が上がるにつれ英語への関心の比重が高

くなっているのが現状である。 

教育機関での韓国語需要の減少理由は以下の 3 点である。第一に、韓国語を活かした

就職機会が少ないこと、第二に、サハリン・カムチャッカの学生はロシア本土の良い大

学に奨学生として入学することができるようになり、地方大学の韓国語科には思うよ

うに学生が集まらないこと、第三に、2009 年にロシアの入試制度が変更され、韓国語

を学ぶことが不利になってしまったことである。  

 

（3）芸術学校 

芸術学校は音楽、美術、工芸など芸術教育に特化した学校である。教育期間は学校に

よって異なるが、義務教育を受ける年齢の子どもたちが通い、卒業後に中等教育機関に

進学するのが一般的である。サハリンにある芸術学校のうち、「エストナ」と「ポロナ

イスク文化学校」には韓民族科が設置されている。韓民族科では韓国の伝統楽器や舞踊、

歌を学ぶことができるほか、韓国語も教えている。学生はほとんどが若いサハリン韓人

であり、2011 年から韓国文化芸術委員会が民族芸術の指導者をサハリンに派遣して指

導を行っているため授業内容は本格的である。韓国語教育についてはどの程度行って

いるのか先行研究では述べられていないため、今後の調査が必要である。  

 

（4）韓国教育院 

韓国教育院は韓国の在外国民に関する法律第 29 条によって設立された機関で、韓国

語の普及、ハングル学校（後述）の教育活動支援、韓国人留学生の相談、外国人留学生

の（韓国への）誘致活動支援、海外の教育情報の収集および報告を行っている。韓国教

 
9 ロシア語を介さず韓国語だけで教えている。 
10 1989 年から赤十字を通してサハリン韓人 1 世の韓国への母国訪問が始まった。一時的な訪問であ

ったが、小規模ながら永住帰国する者もおり、その後 1992 年から大規模な永住帰国事業が始まる。

日本政府が出資してソウル市郊外の安山市にサハリン韓人 1 世のための「故郷の村」というアパー

トが建設され、2000 年から永住帰国者たちの居住が始まった（玄武岩 2013）。김인숙（2013）は

2012 年までに 4008 人の 1 世が永住帰国したと述べている。  
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育院は世界各地に設立されており、日本にも 17 カ所ある（세종학당 HP）。公的機関で

はあるが、韓国学校（日本で言う海外の日本人学校）とは異なり、公教育は行っていな

い。サハリンには 1993 年にユジノサハリンスクに設立された11。 

サハリン韓国教育院では、サハリン韓人への韓国語教育を行っているほか、テコンド

ーや伝統楽器といった韓国文化教室も開いている。また、韓国語を科目として採用する

一般学校と後述のハングル学校の開設推進を担ってもいる。  

韓国語教室は初級・中級・高級クラスがあり、サハリン総合大学の留学提携校である

釜山のトンソ大学へ留学を控えた学生のためのトンソ大留学準備クラスも用意されて

いる。大学と一般学校での韓国語希望者が減っているのに反し、韓国教育院の韓国語受

講者は増加傾向にある。その理由は以下の 3 点である。第一に、韓国教育院で行われて

いる様々な文化プログラムを通じて言語にも関心が向いていること、第二に、韓国のド

ラマや映画、K-POP などの大衆文化が流行していること（いわゆる韓流ブーム）、第三

に、サハリン韓人１世が永住帰国し韓国との往来が増え、韓国語の必要性が高まったこ

と、である。 

韓国教育院では K-POP の CD、韓国ドラマや映画の DVD を購入して授業に活用する

ほか希望者に貸し出しも行っており、積極的に「韓流」を利用している。  

 

（5）ハングル学校 

ハングル学校はサハリンだけではなく、海外のコリアン社会で自発的に生まれた韓

国語教育組織である。2016 年より世宗学堂 11 との連携が始まり、審査を経れば世宗学

堂の運営体系に転換することも可能となった。韓国教育院同様に公教育を行っている

わけではなく、基本的なスタンスはコリアン・ディアスポラたちが民族語としての韓国

語を学ぶ場である。 

ハングル学校はサハリン全体で 11 カ所に開校されており、週 2～4 時間の韓国語教

育を行っている。韓国教育院が開設促進の役割を担っている。運営はサハリン韓人団体

が行っている。同団体は、一部韓国の在外同胞財団からの支援を受けつつ、教材や授業

道具、教室の家賃を負担している。教師は韓国語を教える教員資格は持っていない。し

かし教師はみな韓国語のできるサハリン韓人である。特にユジノサハリンスク以外の

地域での韓国語教育はハングル学校が一手に担っている。韓国教育院同様、受講者は増

加傾向にある。ハングル学校は学校ごとに教育内容が異なっている。  

 
11 これまで韓国では海外での韓国語教育機関として、文化体育観光部（部は日本の省に相当）が

「世宗学堂」、教育部が「韓国教育院」、外交部が「ハングル学校」を運営していたが、2016 年より

すべての名称を「世宗学堂」に統合することとなった。韓国教育院とハングル学校は世宗学堂と連

携することとなり、世宗学堂の教材を使用できるほか、必要であれば世宗学堂から教員の派遣も受

けられる（문화체육관광부 HP）。サハリン韓国教育院は現在も「韓国教育院」の名称を使用してい

るため、本稿でも「韓国教育院」とする。  
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3.3 教材 

現在サハリンでは、モスクワにある韓国系学校월광학교の教科書が最も好まれて使

われており、約 80％の教師がこの教科書を使用している。残りの 20％は、韓国の語学

堂の教科書や、韓国の国立国際教育院が作成した教材が使われている。韓国で作られた

教科書以外にも、中央アジアで高麗人向けに製作されたロシア語で書かれた韓国語の

教科書がある。これはロシア語で書かれているためサハリン韓人にとっても理解が易

しい。しかし、中央アジア居住者向けの内容であるためサハリンの環境とは合わないと

して、好まれていない。国立国際教育院の教材もロシア語圏の学習者を対象に作成され

たものであるが、使用率が低いのは教材に問題点が多いためである。  

表 5 はサハリンで使用されている国立国際教育院の教材の、具体的な問題点を示し

たものである。 

 

表 5 韓国語教材の具体的問題点の例 

（조현용・이상혁（2012)を基に作成。単語などの日本語訳は筆者による） 

教材名 한국어 입문（2009）（韓国語入門） 

問題点 ①語彙の選定が不適当 취임식（就任式）や모내기（田植え）のような

入門者には難しい単語や、上級者でも分からな

いような慣用句や諺が載っている。 

②一貫性のない既述形

式、文法説明の誤り 

単語の表記に一貫性がない12。-지 마세요（～し

ないでください）を勧誘表現と表記するなどの

誤りもある。 

③現実に使わない例文 教材全体は口語を中心に構成されているにも

関わらず、実際の会話ではほとんど使わない表

現が載っている。금성에서 왔어요（金星から来

ました）のように、極端に非現実的な例文も見

られる。 

④表記法の誤り 아니요（いいえ）を아니오と誤って表記してい

たり、分かち書き13すべき部分で分かち書きが

されていないなどの誤りが多数見られる。  

⑤文化紹介の既述が難

しすぎる、紹介する文化

付録として載っている読み物が、高度な韓国語

で既述されており入門者には難しい。本国の韓

 
12 日本語に例えると、「食べる」「行く」のように基本形だけ表記している単語と、「来ます」のよ

うに活用形が表記されている単語があり、さらには過去時制や尊敬語表現も一緒に表記されている

単語があるなど、学習者の混乱を招く表記が多い。  
13 英語のように、言葉のくぎりに空白を挟んで書くことである。 
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の選定も不適当 国人も知らないような文化に関する用語も載

っている。 

 

表 5 から分かる通り、国立国際教育院の教材は文法説明や表記法の誤りが目立ち、外

国語教材としては致命的である。韓国の公的な機関が作成し、そう多くはないロシア語

母語話者向けの教材であるだけに、早急な改善が必要である。  

サハリンにおける言語教育に関して必要なこととして、以下の点が挙げられている。

①サハリンの実情に合った教材の作成、②教授法や文法教育などの教師研修、③学生が

韓国を訪問する機会を増やすこと、④サハリン韓人と現地のロシア人への韓国語教育

は、各々に異なるアプローチ法を考案し、各々教材を作成すること、⑤韓国の支援と相

互協力、といった点である。 

一方で、現在教材は十分にあるという指摘もある（김인숙 2013）。김인숙（2013）は、

学習者の年齢など学習者のニーズに応える教材の修正・補完の努力は続けていかなけ

ればならないとしている。また、補助教材がドラマや映画など現代生活分野に偏重して

いるため、より多様な補助教材が必要だと述べている。さらに、現在韓国教育内で行わ

れている教育プログラムが韓国語教育に偏重しているため、韓国文化に関する教育を

より充実させ、ロシア社会と共存するための教科が必要であると主張している。  

 

3.4 教師 

本節の主要資料とした김영순・박봉수（2016）は、教師として働いていたサハリン韓

人 1 世 4 名（現在は永住帰国事業で韓国に帰国）に当時の経験について聞き取り調査

を行ったものである。この 4 人の教師経験は 1964 年の朝鮮学校廃止以前と 1988 年の

民族教育復活以降でその性質が大きく異なっている。  

４人は朝鮮語の使用が禁止されていた日本統治時代に生まれた。しかし、両親から朝

鮮語を学び、成長して教師となった。김영순・박봉수（2016）はその教師経験を「凍土

に『韓国語』という畑を耕そうとしていたが、朝鮮学校廃止令によって芽が出ないまま

『韓国語』が凍ってしまった経験」と表現している。民族教育復活以降は、「民族語教

育の再開で学校の廊下に響く韓国語の声に胸が高鳴り、教材・プログラムの開発とより

良い教育のため自己研鑽に努め、韓国語教育を通じて民族のアイデンティティを維持

していくことに貢献した経験」としている。  

 サハリンでは朝鮮学校廃止以前は北朝鮮の教科書を使用していたが、民族教育復活

後、韓国から教科書の支援を受けて教育を行うようになった。しかし、これらにはそれ

まで慣れ親しんできた北朝鮮の教科書とは表記法や単語に違いが多く見られた。その

ため北朝鮮式に慣れてしまっていた教師たちは、韓国式を覚え直すため自己研鑽に努
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める必要があった。中には韓国に留学する教員もいた。  

김영순・박봉수（2016）は朝鮮学校廃止前と民族語教育復活後の両時期に教師を経験

した者のライフヒストリーを聞き取ったもので、教師の視点から当時の民族語教育の

様子をうかがい知ることができる点で貴重である。しかし、具体的な指導内容や指導法、

当時のサハリン韓人たちの言語使用状況まではうかがい知ることが出来ない。朝鮮学

校廃止以前に教師をしていたサハリン韓人 1 世たちは超高齢者であるため、彼らをイ

ンフォーマントとした調査ができる時間はもうあまり残されていない。早急な調査が

必要である。 

 

3.5 文化の継承 

文化の継承についての報告には안상경・이병조（2013）がある。以下は안상경・이병조

（2013）によって明らかになった事柄である。 

サハリン韓人たちは、祖先の出身地である韓国の忠清道、慶尚道の民俗文化をある程

度継承している。しかし、ロシアの政治・社会的環境に合わせて、行事内容や伝統料理

に使う食材を変化させたものもある。韓国の昔話や歌、諺などはみな歌の一節や若干の

諺を覚えているにすぎず、継承しているとまでは言えない。衣食住のうち衣・住はロシ

ア式であるが、旧正月などの名節の時には韓服（民族衣装）を着る。はっきりと継承さ

れているのは食文化で、材料などは多少現地化されているものの、現在でもキムチや味

噌を自宅で漬け、正月に雑煮を食べるなどの行事食・季節食も受け継がれている。言語

を含めほかの文化があまり継承されていないのに比べ、食文化がきちんと継承されて

いることについては朝倉（2015）でも報告されている。中には日本統治時代に覚えた日

本食を作って食べる者もいる。 

 伝統音楽は伝統的な踊りや伝統楽器など、北朝鮮の影響を受けたものが活発に継承

されている。芸術学校エトナスと第 9 学校（授業に伝統音楽を取り入れている）が伝統

音楽伝承の基盤になっている。民俗信仰はほぼ断絶されており、旧正月などに行う伝統

的な遊びは行事用に変化したものが行われているに過ぎない。안상경・이병조（2013）

はサハリン韓人 1 世が健在のうちに韓国の支援を得ながら文化継承の方案を作り、実

践していかなければ、伝統文化が途絶えてしまうと危惧している。  

 

4. おわりに 

 以上見てきた内容から、サハリン韓人の民族語・文化教育は以下の 3 つに区分するこ

とができる。①1945 年の民族教育開始から 1964 年の朝鮮学校廃止まで、②1964 年に

民族教育が禁止されてから復活する 1988 年まで、③1988 年以降、である。さらに 1 世

の永住帰国事業を経て、現在また新たな様相を呈していると言える。  

民族教育が復活してからの言語（韓国語）教育は、韓国人としてのアイデンティティ



111 

 

を保持するための民族教育となった。朝鮮学校廃止以前は北朝鮮の支援で教育を行っ

て来たため、これまで言語と伝統芸術には北朝鮮の影響が強く反映されていた。しかし

民族教育復活以降は、北朝鮮式から韓国式への移行が図られ、その試図は現在も継続し

ている。現在の民族教育は、「アイデンティティの保持」という性格に加え、1 世が韓

国に永住帰国し、サハリンに残ったその子ども・孫たちも韓国との往来が増える中で、

「意志疎通のツール」として韓国語が必要になったため「ツールとしての韓国語習得」

という目的も加わっている。韓国のドラマや音楽などいわゆる「韓流」の影響も大きい。 

 朝鮮学校が廃止されるまでは、朝鮮語教育はサハリン韓人のためのものであった。し

かし、民族教育復活後に韓国語教育が始まってからは、様々な教育機関でロシア人も受

け入れている。ロシア人も韓国語を学ぶようになった現在のサハリンで、サハリン韓人

のための民族語としての韓国語教育と、ロシア人向けの韓国語教育はどのように区分

されているのか、制度はもちろん教師や学生たちの意識も含め、今後の調査課題とした

い。 

 韓国ではサハリン韓人の言語・文化教育について研究がなされているものの、実際に

サハリンで教育に関わっている者の報告や、研究者が現地を訪れ、教育機関への訪問や

関係者への聞き取り調査から現状をまとめたものが主である。サハリン韓人の民族教

育研究は、他地域のコリアン・ディアスポラの民族教育との比較や、ロシア社会のほか

の少数民族の民族教育との比較など、より多角的な研究へと拡張させられる素地があ

る。 

 また、サハリン韓人の民族教育は、韓国・ロシア両国の社会情勢や法律が大きく影響

すると考えられる。しかし、先行研究では両国との関係、特にロシア社会と民族教育の

関わりについて明らかにされていなかった。ロシアにはサハリン韓人のほかにも多く

の少数民族がいることから、今後はロシアの少数民族政策や「ロシア社会の少数民族と

してのサハリン韓人」という視点からの研究も必要である。  
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